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イ
ラ
ン
か
ら
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

ぬ
る
め
の
ビ
ー
ル
で
乾
杯

　

イ
ラ
ン
か
ら
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
国
境
で
、
六
、

七
㌔
に
わ
た
っ
て
、
八
㌧
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
た
。

「
何
日
か
か
る
か
な
ぁ
」

　

運
転
手
は
あ
き
ら
め
顔
で
あ
る
。
ト
ル
コ
や
イ
ラ
ン
か

ら
満
載
さ
れ
た
輸
出
品
を
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
キ
ル
ギ

ス
に
運
ぶ
。
帰
り
車
で
は
、
中
国
製
品
を
仕
入
れ
て
く
る
。

陸
路
物
流
の
最
前
線
な
の
だ
。

　

彼
ら
は
、
国
境
の
屋
台
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
、
後
は

た
だ
ひ
た
す
ら
に
順
番
が
く
る
の
を
待
つ
。
二
十
人
ほ
ど

の
団
体
バ
ス
旅
行
で
あ
っ
た
私
た
ち
の
通
関
は
、
も
の
の

一
時
間
ほ
ど
で
あ
っ
け
な
く
済
ん
だ
。

　

国
境
を
越
え
て
も
、
草
原
が
続
く
。
夕
焼
け
は
深
く
赤

い
。静
か
に
地
平
線
に
落
ち
て
行
っ
た
。一
時
間
近
く
走
っ

て
、
人
家
が
見
え
て
き
た
。
第
二
の
都
市
、
マ
リ
で
あ
っ

た
。
売
店
を
見
つ
け
て
ト
イ
レ
を
借
り
、
早
速
、
ビ
ー
ル

で
乾
杯
す
る
。

「
い
や
ぁ
、
い
い
で
す
な
ぁ
」

「
ち
ょ
っ
と
ぬ
る
め
で
す
け
ど
ね
ぇ
」

　

酒
が
飲
め
て
、
会
話
が
弾
む
。
女
性
は
ス
カ
ー
フ
着
用

の
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
ホ
ッ
と
し
た
空
気
が
流
れ
る
。

自
由
主
義
国
家
に
き
た
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
は
違
う
。
ソ
連
邦
は
解
体
し
、
共
産
主

義
国
家
で
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
強
権
国
家
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
ニ
ヤ
ゾ
フ
大
統
領
は
、
一
九
九
〇

年
十
月
か
ら
、
死
ぬ
二
〇
〇
六
年
十
二
月
ま
で
、
大
統
領

で
あ
り
続
け
た
。
〇
七
年
二
月
に
、
副
首
相
で
あ
っ
た
グ

ル
バ
ン
グ
ル
イ
・
ベ
ル
デ
イ
ム
ハ
メ
ド
フ
氏
が
、
選
挙
で

選
ば
れ
た
が
、
そ
の
得
票
率
は
な
ん
と
89
・
23
％
。

　

私
が
訪
れ
た
十
数
年
前
は
、
ニ
ヤ
ゾ
フ
体
制
が
全
盛
の

頃
で
あ
る
。町
の
あ
ち
こ
ち
で
、大
き
な
肖
像
画
に
出
会
っ

た
。
い
ま
は
新
大
統
領
の
絵
に
、
替
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

栓
が
な
い
ホ
テ
ル
の
バ
ス
タ
ブ

広
大
な
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

中
心
街
に
あ
る
サ
ン
ジ
ャ
イ
ン
ホ
テ
ル
に
泊

ま
っ
た
。
五
階
建
て
で
、
外
見
は
近
代
的
。
で
も
、

部
屋
は
真
っ
暗
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ド
も
天
井
も
ト

イ
レ
ま
で
も
、電
球
が
切
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。チ
ェ

ン
ジ
ル
ー
ム
を
要
求
し
、
替
わ
っ
た
部
屋
で
も
、

ス
タ
ン
ド
に
電
球
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
天
井

が
つ
い
た
の
で
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
に
す
る
。

寺
井 
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バ
ス
タ
ブ
が
あ
っ
た
が
、
栓
が
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
、
持
っ
て
き
て
い
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
で
代
用

し
た
。
鉄
さ
び
で
、
赤
茶
け
た
ぬ
る
い
お
湯
で
あ
っ
た
け

れ
ど
、
こ
こ
が
マ
リ
温
泉
だ
と
思
え
ば
、
何
と
い
う
こ
と

も
な
い
。

　

面
白
か
っ
た
の
は
、
有
名
観
光
地
の
ス
ル
タ
ン
・
サ
ン

ジ
ャ
ー
ル
廟
で
も
な
け
れ
ば
、
カ
マ
ダ
ン
の
モ
ス
ク
で
も

な
い
。市
内
中
心
部
で
、日
曜
日
ご
と
に
開
か
れ
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
東
京
ド
ー
ム
が
二
つ
三
つ
は
入
る

広
大
な
青
空
ス
ペ
ー
ス
に
、
自
動
車
部
品
か
ら
食
料
品
ま

で
、
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
売
ら
れ
て

い
る
。
観
光
客
に
は
、
古
い
絨
毯
地
を
使
っ
た
財
布
と
か

小
物
入
れ
が
、
大
人
気
で
あ
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
二
階
に
あ
っ
た
、
デ
ィ
ス
コ

ク
ラ
ブ
に
お
け
る
若
者
た
ち
の
熱
気
と
、
緑
地
に
月
と
五

つ
星
を
白
抜
き
に
し
、
左
側
に
は
絨
毯
模
様
の
よ
う
な
紋

章
が
入
っ
た
国
旗
に
、
思
い
出
が
深
い
。

隣
国
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
へ

日
本
製
は
最
高
級
の
代
名
詞

　

サ
ラ
ク
ス
国
境
を
越
え
て
、
お
隣
の
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

に
入
る
。
肖
像
画
が
な
い
分
、
過
ご
し
や
す
い
気
が
し
た
。

と
は
い
え
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
に
カ
リ
モ
フ
大
統
領

が
、
投
票
率
90
・
60
％
を
取
っ
て
、
三
選
を
果
た
し
て
い

る
。
反
政
権
派
の
野
党
候
補
は
、
立
候
補
が
で
き
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
、七
年
間
（
通
算
は
二
十
五
年
間
）、

政
権
を
握
り
続
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
は
、
ブ
ハ
ラ
や
サ
マ
ル
カ
ン
ド
な

ど
、
国
際
的
に
知
ら
れ
た
、
イ
ス
ラ
ム
色
ゆ
た
か
な
観
光

地
が
多
い
。

　

そ
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
レ
ギ
ス
タ
ン
広
場
で
は
、
モ
ス

ク
に
夕
陽
が
映
え
て
、荘
厳
の
一
語
で
あ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、

日
本
の
団
体
観
光
客
は
見
か
け
な
い
。
午
前
中
に
、
ガ
イ

ド
と
と
も
に
見
学
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、

カ
ッ
プ
ル
で
や
っ
て
き
て
、
ぼ
ん
や
り
夕
暮
れ
を
楽
し
ん

で
い
た
。

　

首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
は
、
旧
ソ
連
邦
第
四
の
大
都
市
で
あ

る
。
地
下
鉄
が
走
り
、
市
電
や
バ
ス
網
も
充
実
し
て
い
る
。

市
立
劇
場
は
、
旧
満
州
（
中
国
東
北
三
省
）
か
ら
、
ソ
連

軍
に
よ
っ
て
連
行
さ
れ
た
、
日
本
軍
兵
士
に
よ
っ
て
作
ら

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。タ
シ
ケ
ン
ト
大
地
震
で
も
倒
壊
せ
ず
、

「
さ
す
が
地
震
国
・
日
本
製
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。

　

現
地
で
は
、
日
本
製
が
最
高
級
の
代
名
詞
で
あ
る
。
ち

な
み
に
中
国
製
を
使
う
の
が
庶
民
で
、
金
持
ち
は
韓
国
製
。

大
金
持
ち
が
、
は
じ
め
て
日
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン

本
製
を
買
う
。「
日
本
製
は
、

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
飾
っ
て
置
く
も
の
で
す
」
と
、
地

元
の
人
に
言
わ
れ
た
。

　

中
央
市
場
に
行
く
と
、
朝
鮮
族
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

キ
ャ
ベ
ツ
（
白
菜
の
代
用
）
で
漬
け
た
キ
ム
チ
を
売
っ
て

い
る
。
彼
女
ら
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
朝
鮮
近
く
の
地
域
か
ら
、

強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
。

マリのフリーマーケット

レギスタン広場
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相
撲
力
士
の
よ
う
な
彼
女
に
「
ヘ
ー
イ
、
カ
モ
ン
」
と

呼
ば
れ
る
。
パ
ン
ツ
一
枚
に
さ
れ
て
、
ベ
ッ
ド
に
寝
か
さ

れ
た
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
た
っ
ぷ
り
掌
て
の
ひ
らに
ひ
た
し
て
、

身
体
を
ゆ
っ
く
り
も
ん
で
く
れ
る
。
フ
ワ
ー
ッ
と
し
て
き

て
、
た
い
そ
う
心
地
が
よ
い
。
一
時
間
も
ん
で
も
ら
っ
て

六
ド
ル
は
、
お
値
打
ち
品
で
し
た
ぞ
。
部
屋
で
は
、
オ
ー

ル
ド
デ
ィ
ー
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
か
か
っ
て
い
た
。

（
こ
の
項
、
続
く
）

キ
ル
ギ
ス
国
境
は
ゲ
ー
ト
な
し

日
本
語
学
科
も
あ
る
ビ
シ
ュ
ケ
ク
大
学

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
キ
ル
ギ
ス
の
国
境
は
、
ゲ
ー
ト

が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
あ
っ
け
な
く
越
え
て
し
ま
う
。

日
本
で
い
え
ば
、
県
境
を
越
え
る
感
覚
と
い
っ
た
ら
よ
い
。

た
だ
し
、時
々
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
称
し
て
、パ
ト
カ
ー

が
パ
ス
ポ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
現
わ
れ
る
。
チ
ッ
プ
（
＝
ワ

イ
ロ
）
目
当
て
だ
っ
た
り
す
る
か
ら
、
気
を
つ
け
た
ほ
う

が
よ
い
。

　

そ
の
キ
リ
ギ
ス
は
、
か
つ
て
「
中
央
ア
ジ
ア
で
、
も
っ

と
も
民
主
的
な
国
家
」
と
評
価
さ
れ
て
い
た
国
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
二
〇
〇
五
年
三
月
の
〝
民
衆
〞
に
よ
る
実
力
行

動
で
、
当
時
の
ア
カ
エ
フ
大
統
領
が
引
き
ず
り
降
ろ
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
選
ば
れ
た
バ
キ
エ
フ
大
統
領
は
、
他
の
中

央
ア
ジ
ア
諸
国
と
同
様
に
、
独
裁
色
を
強
め
て
き
て
い
る
。

　

首
都
の
ビ
シ
ュ
ケ
ク
は
、
人
口
五
十
万
の
大
都
市
で
あ

る
。
緑
の
多
い
、
昭
和
三
十
年
代
の
札
幌
市
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
持
っ
た
、
落
ち
着
い
た
町
で
あ
っ
た
。
ビ
シ
ュ
ケ

ク
大
学
に
は
、
日
本
語
学
科
も
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
国
に
は
、
保
養
地
と
し
て
有
名
な
イ
シ
ク
・
ク
ル

湖
が
あ
る
。
面
積
は
琵
琶
湖
の
九
倍
。
最
深
約
七
百
メ
ー

ト
ル
の
湖
に
は
、
何
も
浮
か
ん
で
お
ら
ず
、
あ
た
り
に
広

告
看
板
の
類
い
も
見
当
た
ら
な
い
。

　

「
玄
奘
三
蔵
が
訪
れ
た
大
湖
で
、
彼
は
そ
れ
を
大
清

池
と
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
湖
水
の
脇
を
通
る
道
も
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
漢
の
王
族
の
娘
が
こ
の
湖
の

ほ
と
り
へ
嫁
に
や
ら
さ
れ
て
、そ
の
み
じ
め
な
生
活
に
泣
き
、

『
願
わ
く
ば
黄
鵠
と
な
っ
て
故
郷
に
帰
ら
む
』と
嘆
い
た
」

と
、
深
田
久
弥
氏
は
書
い
て
い
る
（
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

旅
』
朝
日
選
書
）。

ホ
テ
ル
は
元
共
産
党
幹
部
保
養
所

オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
満
悦

　

元
は
共
産
党
幹
部
の
保
養
所
だ
っ
た
、
ア
ロ
ー
ラ
ホ
テ

ル
に
二
泊
し
た
。
春
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
か
の
お

客
は
、
ま
る
で
見
か
け
な
い
。
八
十
キ
ロ
は
優
に
越
え
て

い
る
、
ロ
シ
ア
系
の
オ
バ
チ
ャ
ン
が
仕
切
っ
て
い
る
マ
ッ

サ
ー
ジ
所
が
あ
っ
た
。

■ 

て
ら
い
と
お
る　

昭
和
22
年
生
ま
れ
、46
年
、中
大
法
卒
。

雑
誌
編
集
者
、
新
聞
記
者
を
経
て
現
在
、
尚
美
学
園
大
学

非
常
勤
講
師
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
広
報
委
員
、
日
本
旅

行
作
家
協
会
会
員
。『
サ
ン
ダ
ル
履
き
週
末
旅
行
』（
竹
内

書
店
新
社
）
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
記
の
ほ
か
、
近
刊
と

し
て
エ
ッ
セ
イ
『
裏
方
物
語
』（
時
評
社
）
が
あ
る
。

マッサージベッドと
オイル・マッサージ師

ビシュケクの広場（５月１日メーデー）




